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Enquête

　
「『
営
業
力
と
プ
レ
ゼ
ン
力
』
に
つ
い
て
考
え
る
」
の
第

２
弾
。
本
号
で
は
、
５
月
号
に
掲
載
の
「
営
業
力
と
プ
レ

ゼ
ン
力
」
テ
ー
マ
か
ら
、「
プ
レ
ゼ
ン
前
後
の
営
業
活
動
」

「
プ
レ
ゼ
ン
で
の
説
得
方
法
」「
プ
レ
ゼ
ン
に
お
け
る
問
題
・

課
題
の
『
本
質
』
の
と
ら
え
か
た
」
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

掘
り
下
げ
る
。
先
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

Ｊ
Ｐ
Ｍ
プ
ラ
ニ
ン
グ
賞
の
審
査
員
の
方
々
の
中
か
ら
何
人

か
の
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
お
い
て
、
そ
こ
で
「
最

も
重
要
な
こ
と
」
と
は
何
か
、
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　

先
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
新
規
得
意
先
の
場
合
」
と

「
既
存
得
意
先
の
場
合
」
と
に
分
け
て
聞
い
た
。「
新
規
」

で
は
「『
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
た
め
の
“
き
っ
か
け
作
り
”』

そ
の
も
の
が
、
最
も
重
要
な
『
営
業
活
動
』」「
な
ぜ
プ
レ

ゼ
ン
を
さ
せ
て
く
れ
る
か
、
そ
の
背
景
を
把
握
す
る
」「
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
が
『
何
を
求
め
て
い
る
か
』
の
情
報
収
集
と

下
地
作
り
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、「
既
存
」
で
は
「
自
社

に
と
っ
て
有
利
な
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
作
り
に
協
力
で

き
る
状
況
作
り
が
、
既
存
得
意
先
に
対
す
る
営
業
活
動
の

真
髄
」「
コ
ン
ペ
、
競
合
社
を
意
識
し
て
の
活
動
」
な
ど
、

日
常
の
営
業
活
動
の
重
要
さ
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
さ
ら
に

掘
り
下
げ
て
、
そ
も
そ
も
、
そ
の
営
業
活
動
に
お
い
て
最

も
重
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
何
か
。

　

広
告
会
社
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
部
門
の
Ａ
氏
は
こ
う
答
え

る
。

　
「
得
意
先
と
『
真
の
問
題
』
は
何
か
を
突
き
つ
め
て
話

し
合
い
、
そ
れ
を
見
つ
け
出
す
こ
と
こ
そ
が
重
要
。
し
か

し
な
が
ら
、
往
々
に
し
て
得
意
先
社
内
で
『
真
の
問
題
』

が
突
き
つ
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
何
を
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
い
ま
ひ
と
つ
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
が
多

い
」。
そ
の
た
め
、
プ
レ
ゼ
ン
す
る
側
と
し
て
は
、
最
終
的

な
売
り
場
企
画
や
販
促
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い
う
「
新
規
に

作
る
・
改
良
す
る
・
実
施
す
る
」
と
い
う
何
が
し
か
の
具

体
的
な
売
り
上
げ
に
結
び
付
く
提
案
の
ほ
う
に
目
を
む
け

て
し
ま
う
。
そ
う
で
は
な
く
、「
例
え
ば
、『
買
わ
れ
な
い

理
由
』
や
『
店
頭
に
置
か
れ
な
い
理
由
』、
新
発
売
の
商

品
の
場
合
で
は
『
流
通
や
来
店
客
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
ま

で
に
障
害
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
何
か
』
な
ど
の
負

の
要
素
を
、
営
業
活
動
に
お
い
て
見
つ
け
出
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
」
と
い
う
。

　

そ
し
て
「
こ
れ
ら
の
問
題
の
把
握
は
、
流
通
の
店
頭
調

査
や
、
障
害
と
な
っ
て
い
る
組
織
構
造
の
解
明
、
生
活
者
・

来
店
客
の
意
識
や
購
買
行
動
調
査
な
ど
か
ら
始
め
れ
ば
い

い
が
、
限
定
さ
れ
た
販
促
予
算
で
は
そ
の
よ
う
な
調
査
研

究
費
用
が
で
な
い
と
か
、
効
果
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
の
理

由
で
、
互
い
に
踏
み
込
ま
ず
に
い
る
部
分
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
、
重
要
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、

通
常
の
販
促
企
画
提
案
の
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
な
か
な
か
「
真

の
問
題
」
ま
で
踏
み
込
め
な
い
現
状
が
あ
る
こ
と
も
指
摘

す
る
。

　

も
う
一
人
お
聞
き
し
た
、
Ｓ
Ｐ
会
社
の
役
員
Ｂ
氏
も
、

営
業
活
動
と
し
て
「
真
の
問
題
」
を
探
る
こ
と
は
重
要
だ

が
、
同
様
に
、
そ
こ
で
得
意
先
か
ら
聞
か
さ
れ
る
の
は
「
モ

ヤ
モ
ヤ
の
話
」
と
指
摘
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
プ
レ
ゼ
ン

す
る
側
と
し
て
は
、
次
の
３
つ
の
能
力
を
必
要
と
す
る
と

い
う
。

　
「
１
、
得
意
先
商
品
の
、
顧
客
に
提
供
す
る
価
値
は
何

な
の
か
に
立
ち
戻
っ
て
、
得
意
先
の
モ
ヤ
モ
ヤ
に
芯
を
つ

く
る
能
力
。
２
、
競
合
商
品
と
の
差
別
性
を
は
っ
き
り
さ

せ
る
視
点
に
基
づ
い
て
施
策
有
効
性
を
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
す

る
能
力
。
３
、１
と
２
の
前
提
と
な
る
、
問
診
技
術
（
対

話
能
力
と
傾
聴
能
力
）。
１
と
２
は
本
質
的
な
顧
客
理
解

で
、
そ
の
前
提
と
な
る
３
は
人
間
関
係
構
築
力
」

　

こ
の
ほ
か
、「
真
の
問
題
」
把
握
に
は
、「
流
通
・
店
頭

の
生
の
情
報
を
よ
く
知
る
」
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
と
す
る
。

　

次
に
「
説
得
方
法
」、
こ
れ
は
、
つ
ま
り
は
「
何
を
も

っ
て
お
得
意
を
説
得
す
べ
き
か
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

前
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
総
合
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
場

合
」「
予
算
規
模
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
」「
単
品
製
作

物
の
提
案
の
場
合
」
な
ど
、
ケ
ー
ス
を
分
け
て
聞
き
、「
プ

レ
ゼ
ン
す
る
企
画
に
は
一
貫
性
を
」「
仕
組
み
を
明
確
に
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
改
め
て
今
回
、「
プ
レ
ゼ
ン
で

の
『
説
得
方
法
』」
と
し
て
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
最
も
重

要
な
こ
と
は
何
か
と
聞
い
た
。

　

広
告
会
社
で
ク
ロ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
す

る
Ｃ
氏
は
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
企
画
案
の
何
が
『
売
り
』

な
の
か
を
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
最
も
重
要
」
と

し
、「
つ
ま
り
、
そ
れ
は
『
売
り
』　

コ
ア
ア
イ
デ
ア
と
い

う
こ
と
で
、
そ
れ
が
分
か
り
や
す
く
一
貫
し
て
企
画
に
貫

か
れ
て
お
り
、
成
功
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
描
け
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
。

　

ま
た
、
お
聞
き
し
た
も
う
ひ
と
方
、
Ｓ
Ｐ
会
社
の
企
画

を
担
当
す
る
Ｄ
氏
は
、「
成
功
条
件
の
合
意
」「
得
意
先
の

社
内
説
明
用
資
料
の
用
意
」「
何
が
こ
の
案
の
『
売
り
か
』

の
明
確
化
」
な
ど
が
必
要
と
す
る
と
と
も
に
、「
プ
レ
ゼ

ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
の
重
視
」
を
挙
げ
る
。

　

そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
例
と
し
て
「
前
段
：
環
境
・
現
状
把

握
（
客
観
性
、
共
有
化
を
重
視
）。
中
盤
：
課
題
発
見
（
仮

説
設
定
は
独
自
性
の
打
ち
出
し
）。
終
盤
：
解
決
策
（
提

案
は
戦
略
的
、
顧
客
視
点
で
ア
プ
ロ
ー
チ
）。
特
に
、
課

題
発
見
～
仮
説
設
定
に
自
社
の
強
み
を
生
か
す
」
と
し
、

「
プ
レ
ゼ
ン
時
に
も
、
信
頼
関
係
を
高
め
、
ゴ
ー
ル
の
共

有
が
図
れ
る
よ
う
心
が
け
る
」
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
説
得
方
法
」
を
「
説
得
す
る
に
は
」
と
置
き

換
え
て
答
え
て
い
た
だ
い
た
Ｅ
氏
は
、“
人
間
力
”
を
挙

げ
る
。「
人
間
力
と
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
充
分

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
上
で
成
り
立
っ
て
い
る
『
相

互
理
解
・
納
得
力
』
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
が
あ
る

こ
と
が
、
客
先
の
担
当
レ
ベ
ル
、
上
司
レ
ベ
ル
、
関
係
部

署
レ
ベ
ル
、
さ
ら
に
は
自
社
内
の
各
部
門
（
機
能
）
と
い

っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
害
を
調
整
・
統
合
す
る
際
に
大
き

な
力
を
発
揮
す
る
。
こ
の
時
代
、
さ
ま
ざ
な
高
度
な
手
法
、

ス
キ
ル
が
開
発
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
使
い
こ
な
す
人

間
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
こ
と
も
重
要
」
と
し
て
い
る
。

　

先
の
「
営
業
活
動
」
に
お
い
て
も
出
て
き
た
が
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
す
め
て
い
く
に
最
も
重
要

な
こ
と
と
思
わ
れ
る
「
本
質
」
の
と
ら
え
方
。「
機
会
と

問
題
点
の
根
っ
子
に
あ
る
『
背
景
』
部
分
を
押
さ
え
る
こ

と
」「
常
に
目
的
に
立
ち
返
っ
て
考
え
る
こ
と
」
な
ど
が
、

先
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
と
し
て
出
さ
れ
た
が
、
そ
う
し
た

中
で
最
も
重
要
な
こ
と
と
さ
れ
る
も
の
は
何
か
。

　

前
出
の
Ｄ
氏
は
、
た
ぶ
ん
、「
プ
レ
ゼ
ン
を
受
け
る
側
」

の
要
望
と
し
て
は
、「『
広
告
』の
背
景
を
知
っ
て
ほ
し
い
」「
も

っ
と
、
宣
伝
部
門
の
課
題
だ
け
で
な
く
、
営
業
部
門
の
課

題
を
知
っ
て
ほ
し
い
」「『
売
り
』の
現
実
や
課
題
を
知
っ

て
欲
し
い
」「
営
業
員
の
巻
き
込
み
を
手
伝
っ
て
欲
し
い
。

流
通
へ
の
説
得
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
欲
し
い
」
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
と
し
、「
こ
れ
ら
は
す
べ
て
重
要
。
一
つ
も
欠
く

こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
た
。

　

な
ぜ
な
ら
、「『
売
り
場
が
主
戦
場
』
で
あ
る
場
合
と
、

『（
売
り
場
が
）
タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
』
で
あ
る
場
合

と
は
異
な
る
が
、
前
者
の
場
合
、
最
も
重
要
な
の
は
、
売

り
場
は
お
店
の
も
の
（
得
意
先
の
も
の
で
は
な
い
）
と
い

う
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、
店
頭
課
題
や
営
業
課
題
と
、

ブ
ラ
ン
ド
価
値
と
の
接
点
づ
く
り
が
重
要
。
そ
し
て
、
得

意
先
の
実
情
（
営
業
員
の
パ
ワ
ー
、
お
店
と
の
協
業
関
係
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
ド
の
地
位
な
ど
）
を
考
慮

し
、
提
案
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
る
」
と
す
る
。

　

先
の
項
目
で
「
人
間
力
の
必
要
性
」
を
説
い
た
Ｅ
氏
は
、

「
つ
ま
り
、
実
務
推
進
面
と
組
織
運
営
面
の
両
面
か
ら
い

え
ば
、
前
者
、
実
務
推
進
面
で
は
、
営
業
・
マ
ー
ケ
・
Ｃ

Ｒ
…
…
な
ど
の
必
要
諸
機
能
を
束
ね
て
“
解
”
に
到
達
す

る
能
力
が
必
要
。
こ
れ
は
、
一
般
的
に
は
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ

ン
力
と
呼
ば
れ
、
世
に
中
に
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
い
な
い
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
な
せ
る
人
間
は
存
在
す
る
。
後
者
、
組

織
運
営
面
で
は
、
上
記
の
諸
機
能
を
持
つ
個
人
の
能
力
を

最
大
限
活
用
し
て
、
組
織
と
し
て
統
合
で
き
る
能
力
。
こ

れ
は
、
一
般
的
に
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
と
呼
ば
れ
る
が
、

こ
の
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
奥
の
深
い
能
力
。
こ
ち
ら

は
、
こ
な
せ
る
人
間
は
か
な
り
少
な
い
と
感
じ
る
。

　

こ
の
両
者
が
か
み
合
う
こ
と
が
重
要
で
、
今
の
時
代
、

“
人
間
そ
の
も
の
”
の
能
力
開
発
に
目
を
向
け
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
は
、
人
間
の
『
Ｉ
Ｎ
Ｓ

Ｉ
Ｇ
Ｔ
力
・
洞
察
力
』
が
今
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
と

考
え
る
」
と
、
ス
キ
ル
と
と
も
に
必
要
な
「
人
間
力
」
の

重
要
性
を
説
く
。

　

そ
れ
は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
領
域
に
絞
り
込
ん
で
い
え

ば
、
そ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
「
出
番
」
が
、
何
処
に
あ

る
か
を
見
出
す
能
力
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
Ｓ
Ｐ
費
用
を
引
き
出
す
理
由
作

り
。
そ
の
た
め
に
は
、
他
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
要
因
で
は

果
た
せ
な
い
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
独
自
の
機
能
を
熟
知
し
て

い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

　

Ｓ
Ｐ
機
能
と
は
、「
最
終
購
買
決
定
」
の
段
階
を
対
象

と
す
る
。
そ
の
た
め
、
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
例

え
ば
広
告
）
と
は
違
う
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
商
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
全
般
の
基
本
的
な
機
能
の
魅
力
伝

達
で
あ
る
よ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
選
択
（
二
者
択
一
）
を
迫
る

点
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
情
緒
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

る
よ
り
直
接
的
な
実
益
（
商
品
以
外
の
実
益
の
付
加
）
を

訴
え
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
強
み
が
あ
る
。
ま
た
、
風
評
的
・

間
接
的
な
情
報
よ
り
も
「
実
感
さ
せ
る
」
こ
と
が
出
来
る

こ
と
も
特
徴
だ
。
さ
ら
に
、「
最
後
の
刺
激
」
と
す
る
た

め
に
、
購
買
時
点
で
の
刺
激
が
重
要
に
な
り
（
リ
ー
セ
ン

シ
ー
効
果
）、
売
り
場
経
由
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
特
徴
だ
。

つ
ま
り
、
情
緒
的
、
風
評
的
、
非
購
買
時
点
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
実
益
の
仕
掛

け
、実
感
の
掛
け
、購
買
時
点
経
由
の
掛
け
を
特
徴
と
す
る
。

　
「
本
質
」
の
と
ら
え
方
で
は
、
こ
の
よ
う
な
、
特
殊
機

能
の
出
番
探
し
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

1
プ
レ
ゼ
ン
に
関
わ
る

「
営
業
活
動
」に
つ
い
て

2
プ
レ
ゼ
ン
で
の

「
説
得
方
法
」に
つ
い
て

3
プ
レ
ゼ
ン
に
お
け
る
、

問
題
・課
題
の「
本
質
」の
と
ら
え
方
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え
る
・
第
２
弾

「
営
業
活
動
・
プ
レ
ゼ
ン
」に
お
い
て

最
も
重
要
な
こ
と
は
、何
か

≒



■受験者・合格者推移東京・大阪・名古屋の3会場で試験を実施します。

■試験日 2012年11月3日（土・祝） 
■試験会場 東京地区：東洋学園大学 本郷キャンパス
 大阪地区：関西大学 天六キャンパス
 名古屋地区：学校法人 名古屋大原学園

■受 験 料 31,500円（税込）
■受付締切 2012年10月5日（金）

プロモーショナル・マーケター

2012年11月3日（土・祝）に、
第8回プロモーショナル・マーケター認証資格試験を実施

認証資格試験
受付中

企
画
力
を「
見
え
る
化
」す
る

5000

2500

0

（人）

1期
05年

303

989

1855

3033

3869

4628

2807
2344

18221146

627
200

2期
06年

3期
07年

4期
08年

5期
09年

6期
10年

5506

3323

7期
11年

プロ魂を
「見える化」しよう

我流のSP企画の時代は終わりました。
業界基準を満たすプロモーショナル・マー
ケターの時代に入っています。確かに、プ
ロモーション業務では、経験がものを言
います。だからこそ、経験が体系化され
認証されれば、鬼に金棒ですね。

奮発が、周りも変える
いまさら「受験」は大変かもしれません。
しかし、ハードルがあるから、飛躍力が湧い
てきます。資格を目指す奮発が、貴方を変
え、仕事を変え、会社を変えます。どこか
で飛躍しないと、たくさんの中の1人に

埋没してしまいますよ。

「形」にして、武器になる
企画力は、目に見えません。そのため、
会社の業種や名前などの先入観に、多分
に影響されがちです。企画力は認証され
て、「武器」になります。認められることに
よって、もっと出てくるものです。

■「プロモーショナル・マーケター認証資格」合格までの流れ
受験要項を請求

受験・受講受付開始東京／直前・受験対策講座受講申請

受験申請

受験受付締切

受験

合格通知

受験要項（500円）

2012年5月7日（月）（希望者のみ）

講座受付締切

直前・受験対策講座実施

2012年9月7日（金）

10月5日（金）

プロモーショナル・マーケター・プロファイルに掲載

プロモーショナル・マーケターズ・フォーラム入会

（申請者のみ）

第8回プロモーショナル・マーケター認証資格受験者のための
「直前・受験対策講座」を下記の通り開講いたします。

※すべて同じ内容の講座で、いずれも9：30～17：00

テキスト／
「JPM編纂 公式テキスト プロモーショナル・マーケティング 第三版」
（宣伝会議刊）　2,100円（税込）
大阪・名古屋・札幌でも宣伝会議主催で直前・受験対策講座が行
われます。詳細は宣伝会議にお問い合わせください。
●宣伝会議関西本部 担当：増田　TEL:06-6347-8900
●宣伝会議中部本部 担当：藤塚　TEL:052-952-0311
●宣伝会議北海道本部 担当:栃内　TEL:03-6418-3330

日本印刷会館 2Ｆ大会議室（東京都中央区新富1-16-8）

11月3日（土・祝）
東京地区・大阪地区・名古屋地区の３会場で実施

12月中旬、
認証登録証送付　2013年1月下旬

▼

▼▼

▼
▼

▼

▼

▼

▼

▼

東京／直前・受験対策講座

●開催日

●会場

●受講料

①2012年 9月 15日 （土） 
②2012年 9月 23日 （日） 
③2012年 9月 29日 （土） 
④2012年 10月13日 （土）
⑤2012年 10月 21日 （日）

15,750円（税込）

（一社）日本プロモーショナル・マーケティング協会
〒104-0041 東京都中央区新富1-16-8
TEL：03-3523-2505　FAX：03-3523-2508

受験者
合格者
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Communication

患者向けMR向け 医師向け

製薬会社とプロモーションの機会

疾患啓発
●疾患啓発
　ＷＥＢサイト
●疾患啓発イベント
●院内疾患啓発
　ツール

患者向けツール
●院内製品
　プロモーションツール
●医師→患者向け冊子
　・映像制作
●患者向け治療情報
　WEBサイト
●患者向けグッズ

インナーコンベンション
●新薬キックオフMTG
●営業会議 
　年始会議
●優秀MR表彰式
ディテール活動支援
ツール
●MR→医師向け
　冊子・映像制作
●MR→医師向け　
　iPadアプリ
　医局説明会での
　プレゼンテーション
MR教育
●MR向け
　教育ツール
●MR向けアプリ
●MR向け
　研修イベント
インナーモチベーション
UPグッズなど
●MR向けグッズ
●ipad・イントラネット 
　コンテンツ

学会
●全国学会
　500～1000人規模
●地方学会　
　100 ～ 500人規模
●ランチョンセミナー　
　10～50人規模
中継シンポジウム
●ホテル
●製薬会社支店
情報提供活動
●eラーニング
　プログラム開発
　患者とのコミュニケー
　ションツール
●KOL取材
　→メディア露出
編集・出版
●疾患・製品に関する
　情報誌
●学会報告集

一般向け

　
「
Ｊ
Ｐ
Ｍ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
定
例
会
」（
第
６
回
）
を
６
月

22
日
午
後
６
時
30
分
よ
り
開
い
た
。
参
加
者
は
、
25
社
62

名
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
テ
ー
・
オ
ー
・
ダ
ブ
リ
ュ

ー
取
締
役
兼
執
行
役
員
第
二
本
部
長
の
舛
森
丈
人
氏
。
テ

ー
マ
は
、「『
医
薬
分
野
』
の
環
境
変
化
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス
」。
以
下
、
ス
ピ
ー
チ
か
ら
抜
粋

す
る
。

　
「
今
日
お
話
し
す
る
「
医
薬
分
野
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る

大
衆
薬
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
処
方
箋
薬
局
な
ど
で
受
け

取
る
医
家
向
け
の
薬
の
ほ
う
で
、
こ
の
分
野
に
実
は
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
る
と
い
う
話
を
し
ま
す
。

　

な
ぜ
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
か
と
い
う
と
、
ひ
と
つ
は
、

接
待
関
連
行
為
の
見
直
し
で
す
。
医
療
に
お
い
て
、
ど
の

薬
を
採
用
す
る
か
は
当
然
各
ド
ク
タ
ー
が
決
め
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
ド
ク
タ
ー
と
製
薬
会
社
の
間
に
は
相
当
な
接
待

行
為
が
な
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
が
、
一
方
で
、
製
薬
会
社

の
団
体
が
、
自
主
規
制
と
し
て
、
今
年
4
月
か
ら
改
定
し

た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ド
と
し
て
、
医
者
へ
の
謝
礼
や

ゴ
ル
フ
の
禁
止
、
会
食
金
額
の
規
制
な
ど
非
常
に
細
か
く

設
定
し
、
申
告
義
務
を
課
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
今
ま
で

一
番
の
営
業
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
接
待
が
あ
ま
り
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

二
つ
め
は
、
外
資
の
製
薬
会
社
が
、
後
発
薬
の
分
野
で

活
発
に
出
て
き
て
、
市
場
の
動
き
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と

い
う
こ
と
。

　

三
つ
め
は
、
い
わ
ゆ
る
２
０
１
２
年
問
題
（
１
９
９
０

年
代
半
ば
～
後
半
に
か
け
て
リ
リ
ー
ス
さ
れ
、
年
間
何
百

～
何
千
億
も
の
収
益
を
上
げ
て
い
る
医
薬
品
が
こ
ぞ
っ
て

特
許
切
れ
を
起
こ
す
状
況
に
あ
る
こ
と
）
と
後
発
薬
・
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
に
関
わ
る
問
題
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
予

想
な
ん
で
す
が
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
の
場
合
、
あ
と
3

年
ぐ
ら
い
で
ド
ク
タ
ー
の
選
択
権
が
完
全
に
な
く
な
る
だ

ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
て
、
そ
う
す
る
と
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
相
手
が
ド
ク
タ
ー
か
ら
薬
剤
師
に
代
わ
り
ま
す
。
こ

れ
は
全
く
の
バ
ー
ジ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
こ
れ
ら
が
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と
見
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
で
、
お
医
者
様
の
本
当
の
ニ
ー
ズ
と
Ｍ
Ｒ
（
メ
デ

ィ
カ
ル
・
レ
プ
レ
ゼ
ン
タ
テ
ィ
ブ
＝
医
薬
情
報
担
当
者
。

薬
に
つ
い
て
の
知
識
や
情
報
を
医
師
や
薬
剤
師
に
提
供
す

る
製
薬
会
社
の
営
業
担
当
者
）
側
の
ニ
ー
ズ
と
は
何
か
と

い
う
と
、
副
作
用
の
こ
と
も
含
め
た
製
品
情
報
で
す
。
そ

れ
も
、
実
際
の
診
療
に
有
効
な
情
報
を
求
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ほ
か
の
先
生
が
ど
う
い
う
対
応
（
処
置
）
を
し
て

い
る
の
か
と
い
う
情
報
も
欲
し
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
ド
ク
タ
ー
同
士
、
あ
る
い
は
ド
ク
タ
ー
と

Ｍ
Ｒ
と
い
う
形
で
の
情
報
交
換
の
場
を
求
め
て
い
る
。
そ

し
て
、
病
院
経
営
に
関
わ
る
情
報
も
求
め
て
い
る
。
し
か

し
実
際
に
は
、
な
か
な
か
お
医
者
様
同
士
が
活
発
に
情
報

交
換
す
る
場
は
少
な
く
、
こ
こ
の
ニ
ー
ズ
は
か
な
り
高
い

と
私
は
見
て
い
ま
す
。
ま
た
、
製
薬
会
社
の
ニ
ー
ズ
は
、

ど
う
や
っ
て
先
生
と
面
談
す
る
時
間
を
確
保
す
る
か
と
い

う
こ
と
が
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。」

　
「
そ
こ
で
、
２
０
１
２
年
問
題
に
製
薬
会
社
は
ど
う
対

応
し
て
い
る
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
Ｍ
Ｒ
と
か
ラ
イ
ン
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
の
営
業
力
を
拡
大
し
よ
う
と
予
算
を
つ

ぎ
込
ん
だ
り
、
ド
ク
タ
ー
向
け
の
勉
強
会
と
か
セ
ミ
ナ
ー

を
拡
大
し
て
い
っ
た
り
、
ま
た
複
数
の
製
薬
会
社
が
組
み
、

先
生
同
士
の
情
報
交
換
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
こ
と

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
、

で
き
る
だ
け
短
時
間
に
先
生
に
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
を
提

供
す
る
と
い
う
こ
と
が
こ
の
1
～
2
年
急
速
に
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｂ
Ｓ
の
番
組
枠
を
買
っ
て
い
ろ
い
ろ

な
症
例
を
一
般
向
け
に
普
及
啓
発
し
た
り
、
キ
ー
オ
ピ
ニ

オ
ン
リ
ー
ダ
ー（
Ｋ
Ｏ
Ｌ
）と
な
る
人
を
番
組
に
登
場
さ
せ
、

先
生
の
関
心
を
引
こ
う
と
し
た
り
、
医
師
向
け
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
接
触
時
間
を
増
や
し
て
い
こ

う
と
か
、
い
ろ
い
ろ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
一
般
の
消
費
財
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
の
違
い

は
、
ま
ず
、
と
に
か
く
客
観
的
な
数
値
を
積
み
上
げ
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
特
徴
と
し
て
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
顔

の
見
え
る
人
た
ち
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。

　

お
医
者
様
は
大
体
、
開
業
医
と
勤
務
医
の
先
生
と
で

28
万
人
ぐ
ら
い
日
本
に
い
る
ん
で
す
が
、
実
は
そ
の
先
生

方
に
背
番
号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
は
個
人
情
報
な
の
で
誰
も
入
手
で
き
な
い
ん
で
す
が
、

こ
の
コ
ー
ド
を
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
で
き
る
権
利
を
持
っ
て
い

る
と
、
コ
ー
ド
か
ら
先
生
が
ど
う
い
う
専
門
の
先
生
な
の

か
と
い
う
こ
と
が
（
製
薬
会
社
で
は
）
た
ち
ど
こ
ろ
に
分

か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
製
薬
会
社
で
は
、
処
方
箋
と
か
出
荷
デ
ー
タ
を

突
き
合
わ
せ
る
と
、
ど
こ
で
ど
れ
だ
け
自
分
の
会
社
の
薬

が
売
れ
て
い
る
か
が
把
握
で
き
る
の
で
、
製
薬
会
社
は
、

広
告
会
社
や
コ
ン
サ
ル
会
社
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
を

求
め
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
、
製
薬
会
社
に
お
い
て
は
、
薬
や
商

品
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
も
っ
と

症
例
研
究
の
セ
ミ
ナ
ー
や
、
お
医
者
様
の
ニ
ー
ズ
や
関
心

を
引
き
そ
う
な
テ
ー
マ
と
自
分
の
と
こ
ろ
の
薬
と
を
紐
づ

け
て
い
く
よ
う
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
、
こ
ち

ら
か
ら
立
ち
上
げ
て
い
く
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
結
構
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
実
際
に
ド
ク
タ
ー
が
そ
う
し
た
セ
ミ
ナ
ー
に

興
味
を
持
つ
か
、
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
な
の

で
、
お
医
者
様
の
ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
す
く
っ
て
、
そ
こ
に

ど
ん
な
コ
ン
テ
ン
ツ
や
出
し
物
を
作
っ
て
い
く
の
か
、
ど

ん
な
会
議
や
研
究
会
を
運
営
す
る
と
先
生
が
集
ま
る
の
か

を
積
み
上
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
ま
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
点

に
い
る
Ｋ
Ｏ
Ｌ
か
ら
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
Ａ
Ｏ

Ｌ
（
エ
リ
ア
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
）、
そ
し
て
そ
の
下
に

位
置
さ
れ
て
い
る
ド
ク
タ
ー
に
波
及
さ
せ
る
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
と
い
う
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
実
は
、
大
手
の
製

薬
会
社
に
お
い
て
も
、
開
業
医
一
つ
ひ
と
つ
、
小
さ
な
病

院
ま
で
は
手
が
回
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。

　

実
際
、
そ
の
小
さ
な
病
院
に
は
ど
う
し
て
い
る
か
と
い

う
と
、
主
に
問
屋
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
な
セ
ー
ル
ス
ツ
ー
ル

を
携
え
て
、
薬
を
配
る
つ
い
で
に
資
料
を
置
い
て
き
て
い

る
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
つ
ま
り
は
「
情
報
」
が
行
き

届
い
て
い
な
い
の
で
す
。

　
「
製
薬
会
社
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
」
は
、
別
表
の

と
お
り
で
す
が
、
特
に
当
社
で
注
目
し
て
い
る
の
は
、
医

師
向
け
の
学
会
で
す
。
こ
の
学
会
の
在
り
よ
う
が
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
の
事
務
局
機

能
（
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
）、
予
算
管
理
・
収
支
計
画
、
ス
ポ

ン
サ
ー
集
め
な
ど
で
、
広
告
業
界
の
モ
デ
ル
が
徐
々
に
使

わ
れ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
当
社
が
実
際
取
り
組
ん
で
い
る
施
策

は
、
専
門
知
識
を
持
っ
た
ブ
レ
ー
ン
の
拡
充
、
そ
れ
と
、

医
師
向
け
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
、
メ
ド
ピ
ア
と
の
業
務

連
携
、
そ
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
の
医
者
が
求
め

て
い
る
情
報
の
収
集
や
ド
ク
タ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

研
究
会
イ
ベ
ン
ト
立
ち
上
げ
の
準
備
な
ど
を
す
す
め
て
い

ま
す
。
細
か
く
は
、
先
生
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
コ
ン
テ

ン
ツ
制
作
、
会
場
演
出
、
ツ
ー
ル
提
案
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
患
者
さ
ん
自
身
が
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
注
射
を
打
つ

た
め
の
練
習
用
の
キ
ッ
ト
や
、
乳
が
ん
を
発
見
す
る
た
め

の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。

　

で
は
最
後
に
、
弊
社
の
実
績
を
少
し
紹
介
し
ま
す
が
、

製
薬
会
社
主
催
の
、
ホ
テ
ル
の
会
議
室
な
ど
を
使
っ
て
の

小
規
模
な
セ
ミ
ナ
ー
や
研
究
会
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
カ
ラ
ー

で
統
一
さ
せ
た
演
出
と
か
、
そ
れ
を
キ
ッ
ト
化
し
て
の
全

国
展
開
、
ま
た
Ｍ
Ｒ
の
方
を
集
め
た
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
や
研
修
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
か
た
い
話
を
し
ま
し
た
が
、
ご
清
聴
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　

約
40
分
の
「
ス
ピ
ー
チ
」
の
あ
と
、「
懇
親
会
」
の
最

初
に
、
新
入
会
の
、
今
回
出
席
の
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｍ　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
（
デ
ィ
ア
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
）
㈱
と
町
田
印
刷
㈱
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
自
社
を
紹
介
。
ま
た
協
会
の
会
員
社
規
約
改
定

に
よ
り
Ｃ
会
員
か
ら
Ａ
会
員
に
な
っ
た
㈱
Ｄ
Ｎ
Ｐ
中
部（
名

古
屋
）
も
自
社
紹
介
し
、
会
員
同
士
の
「
懇
親
」「
交
流
」

に
入
っ
て
い
っ
た
。

「
顔
の
見
え
る
人
た
ち
」
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
、

細
か
く
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

■
舛
森
氏
の
ス
ピ
ー
チ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
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Ｊ
Ｐ
Ｍ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
定
例
会
〈
６
月
〉

ス
ピ
ー
チ
は
、テ
ー
・
オ
ー
・
ダ
ブ
リ
ュ
ー
の
舛
森
丈
人
氏

「
医
薬
分
野
」の
環
境
変
化
と

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス

DNP中部　エキスパート
の山田洋氏

町田印刷代表取締役の
町田誠司氏

DIAM JAPAN代表取締
役の髙橋宏臣氏

それぞれに自社紹介する会員社
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「営業活動とプレゼン」において
 最も重要なことは何か	 2
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　認証資格試験実施について（告知）	 4
第６回「JPMマネジメント定例会」抄録	 6
News from JPM	 8

宙
吹
き
ガ
ラ
ス
体
験
。
朝
７
時
45
分
に

日
本
印
刷
会
館
（
東
京
・
新
富
）
を
出

発
。参
加
者
13
名
、一
路
、山
梨
に
向
い
、

10
時
、「
が
ら
す
屋
」
に
到
着
、
宙
吹

き
ガ
ラ
ス
体
験
に
挑
戦
。

　

ま
ず
は
ビ
デ
オ
を
見
て
作
業
手
順
を

確
認
。
次
に
形
を
決
め
、色
を
決
め
る
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
色
ガ
ラ
ス
を
選

び
、
そ
れ
を
種
ガ
ラ
ス
に
付
け
る
。
息

を
吹
き
込
み
、
形
を
整
え
る
作
業
を
繰

り
返
す
。
一
人
30
分
ほ
ど
熱
さ
に
耐
え

て
作
品
が
出
来
上
が
り
。
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
丁
寧
な
指
導
と
参
加
者
の
創

　

７
月
12
日
（
木
）、「
2
0
1
2
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
定
員

60
名
の
と
こ
ろ
90
名
を
超
え
る
参
加
者

を
迎
え
、
日
本
印
刷
会
館
（
東
京
・
新

富
）
で
行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
商
品
を
購
入
さ

せ
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
制
作
の
奥
義
」。
講
師
は
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ザ
イ
ン
シ
ョ
ー
で

金
賞
７
回
、
銀
賞
35
回
を
受
賞
し
て
い

る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、

林
直
人
氏
（
レ
ッ
グ
ス
）。
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
例
と
受
賞
作
品
を
も
と
に
、

プ
ロ
の
視
点
・
技
術
を
開
陳
。
ま
た
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
へ
の
道
も
伝
授
し

た
。

　
「
ア
イ
デ
ア
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る

か
」「
ア
イ
デ
ア
を
具
現
化
す
る
方
法
」

「
い
ま
ま
で
に
な
い
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
求
め
て
」

な
ど
を
テ
ー
マ
に
、「
Ｐ
Ｏ
Ｐ
開
発
に

は
３
つ
の
目
線
か
ら
考
え
る
。
そ
れ
は

買
い
手
目
線
、
流
通
目
線
、
メ
ー
カ
ー

目
線
」
で
あ
る
と
し
、「
店
舗
Ｐ
Ｏ
Ｐ

の
開
発
ポ
イ
ン
ト
」
を
語
る
。
ま
た
、

造
力
が
、
美
し
い
作
品
、
個
性
的
な
作

品
を
生
み
出
す
。

　

ガ
ラ
ス
体
験
の
後
は
山
梨
県
立
美
術

館
に
移
動
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
美
味
し

い
食
事
と
、
現
代
ア
ー
ト
の
鑑
賞
、
ま

さ
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
充
実
し
た
一

日
を
過
ご
し
た
。
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「
機
能
す
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
と
は
、
①
商
品
を

そ
の
ま
ま
モ
チ
ー
フ
す
る　

②
商
品
の

世
界
感
を
増
幅
さ
せ
る　

③
商
品
か
ら

イ
メ
ー
ジ
す
る
世
界
観
を
創
造
す
る
」

と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
受
賞
作

品
を
も
と
に
解
説
し
た
。

　
「
体
験
が
創
造
力
を
生
む
」
を
テ
ー

マ
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
委
員
会
が
毎
年

開
催
し
て
い
る
「
体
験
学
習
会
」
が
６

月
29
日
（
金
）
に
行
わ
れ
た
。

　

今
年
は
、
山
梨
県
甲
州
市
勝
沼
町
の

「
勝
沼
ガ
ラ
ス
工
房
が
ら
す
屋
」
で
の
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C O N T E N T S

　あっというまに８月がやってきました。よく
会話に出てきますが、「ほんとに、１年が経つ
のは早いねえ。昔はもっと遅かったのに…」と
いう実感です。さて、昨年は中止・延期が多く
見られた花火大会。今年はほとんどが例年通
りの日程で行われるようですが、中には、昨年
中止、今年から 10 月に開催というのもあるよ
うです。移りゆく「夏の風物詩」ならこそ、秋
に球場や野外コンサート会場で打ち上げられ
る花火に出会うと、そこに「過ぎ去った夏」を
思い描くということになるのでしょう。　（秀）

移りゆく「夏の風物詩」（多摩川花火大会より）

機
能
す
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
と
は
―
―

３
つ
の
視
点
で
解
説

参
加
者
の
創
造
力
が

個
性
的
な
作
品
を
生
み
出
す

アイデアをいかに 
具現化するか

2012 
クリエイティブセミナー

クリエイティブ 
体験学習会

宙吹きガラス体験

POP の実物も置き講義する林直人氏

作品を完成させ、「がらす屋」の前で

種ガラスに息を吹き込み、
熱さに耐えながら形を整えていく

それぞれの個性が形となっての作品


